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要 旨:徴金約による木村の劣化，あるいはその|ザ]i]}去の研究;と l丸町外主とともに室内的lこ

1" j試験をする ζ とが武主主である。この索 i什試験をおこなう j品作には p できるだけ短期間に木材を，よ

り強< HiS Æりさせるととが必袋となるがp この条件のうち s とくに~d\~~なととはJきま主主主の組成であるっ

この培益法制i成のうち， 銀、も吐1裂なものは波止~iJ* と盆Jとがである。 ζ の ~fU者について， 炭素似とし

て ~:if:r:キス'"区三事 il，11 としてペプトンを1m 、て， 宇一 lノヲ試験 lとよく佼Jjj される， 代表的な I次長j朽的

Chaetornium globoSUJJ1 と悶朽悶刀ワ 7 タケおよびオヌf ウズラタケにおける的の!j 育，および試験

体の胸桁に及iます雨翌京のノ思議Jを訓ゴをした。

その紡)l1:，両袋素の|羽 j!{，については， J古漆某'1'1こ窓系;1lJt-Cあるべプトン会添加することによ η て，

士宮主計主仁l'の桁(炭ぷi}Jj() の l~jt:(が平め lちれ， 1%1 (1)λlêj'j が促進されるとともに，百字~~;tr可件がめりれる

市/i*，試験休のIijH5を促6i:するととが rlfj らかになった。ま 1: ， 試験体の桁試験における店主室長'1' の
|山rJ~王寺号の記l成は， 定;!f_:-c午スとペプトンの l式 11:;が 2 : ], 濃度としては長ヨヱキス 1お3 あるいは 2%

に対じてペプトン仏 5?-6， あるいは 1.0% のぬ合がよい結果を不 t--， /'"':0 

L まえがき

木材の I!lit朽 n ，あるいは木材 r;1ii対I\= IJの効力を宗内 ((j ([.制 T干する場fh 最も必立さな ζ とは最適な j肖利条件

の確立である。 ζ の条れのうち，とくに重要なものは土討議)[1;の組成である。供試蔚である ÎLL子的績予 予の

う治期などラ 木村を劣化させる関頒のつì~iきとしては) )'にさく分けて炭茶話し吉宗ぷ11(;(， ビタミンおよび知機

塩J:Hを必袋とする仁これらにたいする[到の↑也氏の引にiE! C. \'土?相々 O)y今夏~~+~を台んだ介成士山持法与を用いて，

f各要素の適.ß、の検討がなされているが， 試験i1; o)局 fT2 高111点が簡単でヲ かっ供試体である木村を. 9:9.別!日)

lじいかに多く l的桁 èsせるかが必要となる。防i筒斉1] の効力試験法として，?ヰ rL'[ でイ~1i._r日されている培返1;1;の

栄養をみる，イギリス!，'イツヲプランス等すべて亥:;:j♂エキスのみである。 ζ の変牙エトスは天然物の

ため J 述の '11ミ肉子，無機塩組をとくに添加しなくても白 ((Jを述宇るととはでき/;;) c しかし，ノトjJq ら1)

は木村JrJ1l朽向の前一生;活 ['1 は，培養子止中の料(炭泌総)在ほとんど的岱すあ l 卜'ýJtJJ iと禿または駒大ずるこ

と，また織の消火はさ宝来合有ヰくに士、J)，ぶして市くなるととを報告じている ι また〉干Íiノ惚ら 2) (立制濃度がZうiい

場介は‘ J~*mが多いためか，木村の jf1J]:減少が小さいととを持悩している。

とれらのことから， JIS で士見;むされている試験法のなかのを必組fjえを再検討するとともに，さらによヤ

までわが国で法終日放11;のなかった秋腐朽関(，C-ついて，よりよいロよ験iLl反立のための資料をうる目的で，

JfiJ幸芯 l下の炭素湖、と笠系源との関係， およびその量比と木材の府朽との悶辿'f'[ などをと検討した。その紘一

県?木村民朽量をj;\i. JVlf日Hと入、きくさせるための組成について，県本;ドJな考え方を 111]らかにずることができ

1976刊'll}j 27 日受到!

(1)木村/';jj

オミ ;[;1-18 Wood Technol.-18 
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たのでp それらをまとめて報告する。なお，乙の報告の一部は第 26 回日本木材学会大会引と発表した。

木報ft のとりまとめにあたり，ご助言をいただいた阿部材質改良科長舎雨宮防腐耐究室長に謝意を表す

る。

2. 軟寵朽菌 Chaetomium globosum による実験

子のう菌，あるいは不完全菌による木材の軟l篤朽は，褐色!i者朽，白色腐朽 lごつぐ腐朽型として最近とく

に注目されてきており， ζ の軟腐朽荷をJtlいた室内試験は， 今後ますます必要となってくる。 したがっ

て，乙れら軟腐朽閣を用いた標準的な宗内試験J去を確立するため，軟腐朽を起こす代表的な閣として，実

験率的 l乙多く使用されている Chaeto例ium globosu仰を用いて，培養基IIJ の組成の倹討，とくに炭素源の

関係について実験をお ζ なった。

2. 1 菌体量，糖の消費などの経時変化

C. globosum における炭素源と窒素i原との悶係については， J. A. BUTιHES ら 3) I;l::炭素淑としてセ Jレロー

スを用い， 5 f奄の窒素源を使用した実験から， C: N 1七の重要なことを指摘しているが，この菌の炭素店、

と室主主源の量比が，生育過程において，どのように影響するか3 その消長との関連についての研究はみら

れない。したがって，培養張中の炭素，霊祭の消長と生育との関係をみるために，生育lこともなう終日寺変

化をつぎのように実験した。

i )実験方法

炭素訴とし、て麦茶エキス (Difco 製〉と 9 窒来日展としてペプトン(座東製薬製〕を用い， 500 ml の振と

う培養びんに9 穣々の組成の培菱液を 100ml 入れ， 120'C, 30 分間殺菌したのち， C. globosum を接麗

し， 260C の J音養案内で振とう培養をお ζ ない， 2, 4, 6, 9, 12 R 経過したものをそれぞれ取り出し，以

下に述べる項目について測定をお乙ない，経時変化を調べた。

(a) pH pH は格養ろ i被について3 東亜電波製 HM-5A ~'J.の pH メーターにより測定した。

(b) 商休;量 菌体量は lG3 のグラスフィノレターで培養液をろ過し， 1050C で乾燥し遺体重量を求

めた。

(c) 糖濃度 培養ろ液中の糖濃度は，ソモギーj去を用いて測定し，クケレコースとして算出した。

(d) 窒素濃度 培養ろ液中の窒素主主は， ミクロ ケーJレダール法を用いて測定しg 全窒素量として

算巾した。

〔巴〉 セノレラーゼ、活性 店養ろ液のセ jレラーゼ活性は，基質としてナトリウムカ lレボキシメチlレセル

ロース (Na一CMC，来日光純薬製)を用し九 ヰャノンフェンスケ粘度計 (No. 100) によって粘度の低下そ

測定し，次式により液化率として求めた。

1004) 

to : CMC, bu首er Iとよ古養ろ液を加えてさらにストッパー淡を加えた溶液

の約度計通過時間

t30 :同上波を 30 分間反応させた後にストッパー液を加えた溶液の枯度計

通過時間

tw : I司 i二液の CMC を水Jと変えた場台の溶液の粘度計通過時間

*第 26 回日*木材学会A会， 1976 年 4 月
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lli皮測定条例吟:予備実験の結議から次の測に条件をtrJ"いだしp それによって測定をお乙なった。

CMC の 0.596 Jkì#放 5 ml と M乱c Illvain 絞泌液 (pH 4.0) 5 ml を三戸j プラスコ 1と入れ， ib\料の士吉

長正ろ液 2 ml を加えて， 400C のほ温水槽中で 30 分間反応させたのち ， 5ml を取り，ストッパーとして 3

96 NaO日前液 1 ml を添加して， 400C -c Eì]j芝を iJlÙ定した。

ii) 実険料f q~ 

pHυJ変化については Fig. 1 に示す滋りでフ ベプトン ;f!lf添加の場合 pH は徐々にトがるのみで， 12 

日経過で 4. 5 -J:で F がコたが3 ペプトン添加の場合は，初期にわずかに低下したのち， 2 r~ 4 日後にと詳

しはじめ， 10 円前後では 8.0 をこえ3 あとはほぼ I"j じ pH を予jíJ与する。 これらの変化は， ペプトンω添

jJl� t~ がt隠すにしたがし、早まっごいるの ζ の pH の 2. 、ノ 4 [1 t長における変世l 点、lzF あとで 7f: 9 菌休生産量，

や~J濃度92Eiぷ昆:， CMC 液化おなどの経時変化における変ilH点とほぼ」致しており，これらの聞には柱]]i

Jζ関連'I!Eをもった当主化として考えられる c

肉体IJ 必議の:変化については Fig. 2 (こ小すj邑りで，ペプトン知添加の場合ョ菌{半生産主主はわずかであ

るが，ベプ|ンモ添加したものは，添加量に比例して塙加し3 ヰい牛長与を示し 5 日前後を 1:::" ークとして

以後は減少する ο そして 8..9 円経J呂後は，透川だった培養液iこ濁りが牛じ，自hltY:のくずれがみられはじ

めた。交交エキスの濃度が 19;;の場台は， 2;;訴のi必合と比較して菌体化底量の経時変化の傾向 I:."j:!-寸じであ

るが~ -rJil:苛の、よ度(亡比例して区l体量;は少ない。

同濃度の変化は Fig. 3 Iご 7J~ずよ2 りで，ペプトンMit，UJllの;場合，悩濃度はわずかに減少、する程度である

が，ペプトンを添加することにより， 4".5 日 I/\jで急激に濃度が減少する c そしてその減少は，添加 i亙:が

増加するにしたがい早いj毛皮で低ドーする。変3 エキスが， 196の}会J合テこの変化は 2%の場企ほど、急激で

はなし '0

~系の濃度変化は Fig. 4 iこノj"..すとおりで，ぺトン無添加!の場介，ほとんど室点以度の変化はみられ

ないc しかし，添加したものは 5 I:íj後守主主ぷ

濃度は段低となり，その後わずかずつ璃)JII して

いく。この哨lJr1 1交の液は p ネスラー試薬により

アンモニアの存在が確認される。

CMC 液化率，すなわち， ろ液のセノレう F セ、

i，litl(土 Fig. 5 IC;J~す巡りで，ベプトン l!!t Í')~brl

の場合， 長!日61均でも 20鋭校皮であるが2 ペプ

トン添加の組合， 添)Jn議 lこ 1U， じて 50~~75;ちノま

で i 昇し， 4 !::l前後を設内として徐々に低下す

る。麦ネエキスが 1%の境内は，液化本の変イじ

の傾向は|司じであるが，市民は低下寸る。

このように培養液i↓lのペプトンを添JJwt るこ

とによって，関の41:j!iì(ま二に与さめられる。ま

た B それぞれの経時変化の相iLの関連をみる

と，士店長波 I1 1 の階濃度が減少するにしたがい，

肉体生産宣ヲおよびろ液の酵素活性が増大し，
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機濃度にほとんど変化がみられなくなる 4~5 日を長尚として， hl]j者とも減少しはじめる。これは菌体の

生産のために粕が消費され，菌体の~U主されるにしたがい3 菌体外両手ぷが増加して活性が増大し，菌体の

な酵素の活性も低下していくことを示している。週休牛!主主量が減少しはじめると 3F'J己消化によ「て3

とのろ液の活性と糖濃度との関係については，ノト商ら 1) はj旦子出カワラタケおよびオオウズラタケにおp

おける実験において，和Jtがほとんど市立される時期に活性がささ引，または増大することが認められたこと

C. globosu附についての本実験では，上j/ßのように活性の発現はこれより早し栂濃なさじIi告しているが，
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度の低下とともに活'itがーし対しはじめ，ほとんど紛が消費された叫に最 r~2，~ (<:達することを示したむ ・ガ，

培主主液中の袋三iさは p 菌休生産のために徐々に消貸されるが，関体!l"産量の減少と同時に，出廷液中の室治

これは保l休の 1:1 己消化によって， l新本の分解がおこなわれはじめ，よか主主被量;がまた徐々に嶋 )J11 していく、

I11 iと再びZE314f化合物が総出していくものと考えられる。

pH，および液化率制定の参考のために CMC 液化率の測定条件一検討のための子機実験のうち，なお，

ための反応温度の測定結果の 4例を Fig. ふ 7iと示す。このように pH についてはきわめて鋭敏であり，

温度条什については， 50ùC においても強い活性を示した。

ペブトン注入材の腐朽試験2.2 

C:N としては 250~'1, 250 : 1 であり，菌の生育 lと木村のさ芸索1~有量は，多くても 0.1% 前後であり p

はト分な窒;素量とはいえないが，荷体の日己、消化，あるいは他の閣によって生じた窒索化合物を不lj丹}する

したがって，木材に主主嘉源を与えた場合には.よりζ とによってごと育し，凶行させるといわれている剖Q

針葉樹にたとくに C縄 globosum は広葉船をよく!砧朽させるが3)高朽を促進するのではないかと '.76' えた。

どのように脳桁が促進されるかつぎのような実験をいする l向車'5)]は小さいので，窒フ?と艇の添加によって，

おこなった。

íJ、、:方5食3足

あらかじめ H2S04 を含む H202ブナの ì!I付の 20X20X5 rnm をm し、アカマツ p試験体としてスギ》

ミクロケールダーjレ Jんにより，それぞれの処処J'l!t.-1の全窒素量を定量いそれぞれ 2でに式店員体を分解し，

倍程度の宗系'0.-tI量になるように，極々の濃度のベプトン溶液を，名試験体lと減日常J:Uとによって山人し

C. globo，抑制によって脳桁試験をベプトン 0.5% を合む;ぶ天培養士正」二で?たものを，去五エキス1. 0% ，

シャーレ 3 枚，試験体 3 似ずつ 9 r自伝用いた。なお，そおこない， ili 量減少率を求めた。一条件あたり，

5 悩ずつ宗ぷの定置をおこない9 その平均似をもってそのグルれぞれの濃度でγ]二入した試験{不の tl 1 から，

ープω空系含有;量とした。
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ii) 災験結果

潟朽j羽 !m 60 日の結果を示すと Fig.8 のとお

りである(各樹種とも図における最小の窒素;量

が，各樹極の無処;浬材の笠井:含有量である〕。

!潟朽主n 目立 20 日については，アカマツを|徐いて

は l 労，あるいはら%の危険率で多それぞれの

窓素含有量における重量減少率について有意差

がみられv 短期間でもその効果があらわれてい

る。腐朽期間 40 凡 60 口の結果については3

各樹穣とも危険率 1%，あるいは 5%で有意差

があり，ペブトン添加によって腐朽が促進され

ることを示した。しかし，名樹程の同程度の笠

井:合有量における煮量減少率を比較してみる

と，ブナがきわめて高く，ついでアカマツ，ス

ギ、の加になっている。との菌にたいする抵抗性

は，他の因干，例えば家主:以外の化学的成分，あるいは総織構造など物理的凶子によっても支配されてい

るかも知れないが9 窒素源の添加によっても凶l朽が促進されることは，この結果からも明らかである Q

2.3 培養基中の麦芽エキス(炭素源〕とペプトン〈窒素源〉の量比と重量減少率

2. 1 および 2.2 の実験から C. globosum の生育， あるいは木材の腐朽にたいして，室系の役割の大き

いことがわかったので， J~朽試験を室内でおこなう場合の， t需養J主中の麦芽エキスとペプトンの量比が，

どのようにj商朽に影響するか検討するため，つぎの実験をおこなった。

i )実験方法

20X20X5mm のブナ辺材を試験体として，シャーレの寒天培養基rjJの麦茅エキスとベプトンの濃度を

変え， )寓朽試験をおこなった。試験した培養基組成は麦芹エキス O.5~2.0;ふ ベプトン 0~0.5% とし

て， 20, 40, 60 日間同i朽させ，その重量減少率を求めた。

ii) 実験結果

ペプトンについてまとめた結果は Fig. 9 のとおりである。 この分散分析表を TabJe 1 (ζ示す。これ

によると各腐朽期間ともに，ペプトンについて 1%の危険率で有意差がみられ，ベプトン添加が重量;減少

率〈腐桁)において，大きく影響することを示している。このペプトンの濃度は図からわかるように，麦

かエキスの各濃度とも 0.5% 添加がよい結果を示し，その Iドでも麦芽エキス1. 09弘 ペプトン 0， 5% の組

成が最l目Jの重量減少率を示した。
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Table 1. C. g!obosum の疋量減少率による分散分析表

Analysis of variance (Ba8ed on weight 1088 

caused by C. globosum) 

府中J JIJJ 問 20 D Dec乱y period : 20 days 

高朽期間iJ 40 R Dec註y period : 40 days 

要 [-JÇI Factor 

麦;;エキス

ペア。トン

Error 

府朽期間 60 R Decay period : 60 days 

p 

ヲ8 伺 2

要閃 F乱ctor :iS cl� SS(cl� f'o p 

麦芽エキス

ペプトン

料危険本 1% で有t!， Significant at the 1% level of probalility , 

96 , 7 
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3. 握子菌カワラタケおよびオオウズラタケによる試験

JIS の耐朽性試験方法，および木材肪J霞斉IJの効力試験法lζ用いられているカワラタケ，オオウズラタケ

についての培養基組成と pH， *肩の消費，セルラーゼ活性ーなどの関係についてはF すでに小西ら1) によっ

て研究がおとなわれ，培養基中の窒素合:有率 lと対応して，結の消火速度が単められるとと，糖の消火によ

って陽系活'itが増大するととなどが報告されている。したがってy 今 101 は C. globosum のみについで h記

の点について検討したが， この両爾については，士宮廷主主中の炭素源としてのさを31.・ヱキスと 3 窒%;粉、として

のペプトンの景比が，試験体のj商朽にどのように影響するかという点にのみしぼって検討をお ζなった。

3. 1 培養基中におけるグルコース，麦芽エキスs およびペブトンの組成比と試験体の重量減少率

まず，現在 JI5 として用いられているグルコース， 麦芽エキスヲ ペプトンの 3 婆支について検討をお

こ 7ょっ 7こ。

i )実験方法

供試菌としてカワラタケを， 試験体としてブナ辺村 20X20XI0mm を用い，寒天培養基によって，腐

朽期間を 1 か月として， í直交配列 Jとよりつぎの条件でお ζなった。

凶 水準(濃度)子

A; グルコース

B ;麦芥ヱキス

c ペプトン

0, 2.0, 4.0 

0, 2.0, 4.0 

0, 0.5, 1.0 

ii) 実験結果

実験結果の分散分析表を Table 2 \と示す。

悶子ではグルコース 3 麦芳三エキス，ペプトンの 3 者とも l 郊の危険率で有意差がみられ，麦芽エキスと

ベプトンの交互作用について，危険率 5%で有志去がみられた。とれら有意差のみられたもの iどついて図

示したものが Fig.10 である。 ζれによるとグルコースが添加されることによって，試験体の重量減少率

は 27~ちから 15% まで低下する。麦芽エキスの添加塁は 2 郊では意思:減少率は 23%であったが歩 4%に

なるとむしろ試験体の軍最減少率は 18% まで低下する傾向にある。ペプトンは添加する ζ とによって，

Table 2. カワラタケの重量減少率による分散分析表

Analysis of variance (Bas巴d on weight 1088 caused 

by C園 versicolor)

要因 Factor 55 df S5;df 

A (グノレコース)

B (麦芽エキス)

c (ペプトン)
A X B 

A X C 

B X C 

Error 

672. 1 

147.3 

2, 607.1 

18.3 

28.1 

103.9 

50.1 

2

っ
ム
つ
ム

4
4
4
8

336.1 

Fo p 

53.00ネネ 19. 1 

J 1. 69** 4.2 

205.61'ち* 74 , 2 

0, 72 

1 11 

4.12ネ j 1, 5 

73.7 

1, 303 , 6 

4, 6 

7.0 

26.0 

6, 3 

* 危険率 5% で有意 Significant at the 5% level of probability. 
料危険率 1% で有意 Significant at the 1% level of probability. 
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Relation日 bctw記en nutrient and decay weight 1088 of beech caused by C. VCl'sicolor. 

試験休日立法減少率を 99;; から 339ぎまで二1、激lζ増加させる。 しかし，グノレコースと己主主エキス，および

支穿エキスとベプトンの交正L作用の傾向についてはp グルコースと麦:対エキスが，ともにt建設;源として打1

]1 1こ影容しあっており，量的関係については明総には結論、しえないがョ麦]t:エキスがf了夜する場合lとは，

グノレコースの添加は必要ないものと判断される。

なお， この結果で注目される ζ とは?グノレ CJ .ス，変:手エヰニス，およびベプトンのいずれも含まない主

夫のみの培養基において 1 か月の!同朽Jl;!Jlin で， 平均 1496 の兎量減少がみられ， さらにペプトンのみを

0.5% , 1.0労力IJえたi犬養)，tをにおいては，それぞれ 32%， 39% の長屋:減少率を示したことである。 これは

;迄天そのものが多総額誘導体であり， 粘i~ì{ として fl'用していることが考えられ， 今、後検討する必要があ

る。

3.2 培養養中の麦芽エキスとベブトンの組成比と試験体の重量減少率

3. 11とおいて変穿エキス グルコースの添加は必姿ないことが切らかにされたので，支

オーエキスとペプトンの 2 要素についてその量比が試験体のかj朽にどのよつに影響するか検討した。

i )尖験方法

士;!?蕊J;t;は現]IS として伎井j されている砂i古美基を!日し、 砂の)屈に 25>く 25X5mm のフゃナ辺付のフィ

ーダーブ口ックをのせ，フィー夕、ーブロックの全両lζ歯が繁殖後，試験体をのせて悩朽させる }j法をとっ

た。試験体は 20>く 20X 10 mm のス午、，ブナの辺村とし，培長ぷ間のパラツヰを考慮して， まず最初の培

養びんにスギ試験体 2 i阿とフナ試練体 1 f1l;), つぎの店長びんにスギロ式験休 1 倒とブナ試験体 2 偶のよう

に，各培養びんにスギとブナの試験体を入れ，オオウズラタケによって 2 か月間泌朽させた。培養放の組

成は 3 ， 1 の結果から，主主ぷエキスの濃度は前日より低くし，ベプトンの濃度は!日i くした。 ì直交配列による

凶子と水gLdはづぎのとおりであり，実験条件あたり:3(聞の試験体を用いた。

図 子 準(濃度〉

A 変志エキス 1. 0, 2.0, 3, 0 

B ぺ ブ。 ン 0.5 , 1.0, 1.5 
「一一ー一一一一一一一
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Table 3. オオウズラタケの重量減少率による分散分析表

Analysis of variance (Based on weight loss c旦used
by T. palustris) 

-Eょ|??ι:ト干竺-7f-lp
A (麦穿エキス) 1, 770.1 i 2 I 885.5 I 21. 

ス ギ I B (ペプトン) I 111.4 2 I 55.7 1.32 I 

C. ja戸町a ~_ x B 724. 4 I 455.1 10. 

Error 758 固 3 I 18 I 

ブ ナ

A (麦]'エキス)
B (ペプトン〕

A X B 

Error 

693.2 

13.0 

492刷 7

427 , 2 

つ
ム
つ
ム

A
t 24.6 F. crenat品

料危険率 1% で有意 Significant at the 1% level of probability. 
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Fig. 11 オオウズラタケにおける培養法組成と耳ミ量減少率との関係

Relations between nutrient and d君cay weight loss of blocks caused by 1~ palustris. 

ii) 実験結果

実験結果の分散分析表を Table 3 に;示す。 これによるとスギ3 プナともにきE矛エキス，および文芸三エ

キスとペプトンの交互作用に 1% の危険率で有志差が認められた。 ζ の有志、差の認められたものを Fi必

11 に示す。これによるとスギ，ブナともに同じような傾向を示し，麦ぷエキス1. 0~2. 096 の添加で，ス

ギ 40~4196，プナで 55.~58% と白iい震量減少率をぷし， 主芝*i'エキスとペプ l ンの関係、では，その量比は

2:1 のものが，スギで 34~45%，ブナで 54'~64% の試験体の重量減少2容を爪した。
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考察および結論

欽i尚朽繭 Chaetomium globosum と， IÎ~~朽虚j カワラタケ，才ヰ ウズラタケにおけるよ任泰弘中の炭ぷ1);}{ と

~'[系配の関係は，つぎのようなことが考察される c

C. globosum を片j(，、た振とう清まきの結果から，炭索時(えんエキス)そ合む士会長基 rl'へきE系 iJJ;， (ペプト

ン)をお~!Jwt ることによって， J自養1，1、 [IJ の炭系iHíiの i自白が今Lめられ，それと比例して闘のよと民が促進され

る。それによへてろ液のセノレラーゼ活性がめられる c そしてとの関係は空ヌf;iJj;lの長に対応して大きくな

りヲ 室柔JJJj\ の1"1 売!(が支配的である。 この炭素源を'2~む陪養)，lrfl tこ， 窒素iu;\を添1J11ずることによって， 結

〔炭系紙〉の消費が早められヲ その{持費はさき素合有率 l乙対応して大きくなるといっ両者の関係について

は， JI1子商であるカワラタケ 3 オオウズラタケの場合の結栄1) と 致している。

また， ζω悶係 lí C. globosul刊のみでなく， カワラタケ 2 オオウズラタケを用いp 上き i毛主 [10)変身エ

ヰスとペブ。トンの量を変えておこなった試験体の!尚朽;試験においてもみられ，ペプトンの千'Jí!誌がJI~' :fJj (こ大

きく影響し，ペプ 1. /'の添加によ今て腐朽が促進されるつ

とれらのことは， 培養基中の炭素泌をできるだけ平く ìl~貸させることが， /11とヲおより試験体のj筒朽を

似進させるうえで Jf婆なととを不しているが， C. globosum の間体生産量，あるいは玄封一エキスの 1%，

または 2%の添加の場合， CMC の液化本の結果から明らかなように，最初から炭素 ÌJJJlそ少なくするので

はなく，ある程度の炭素泌を与え，空系 jilj(を添加することによって，十分に活力をつけさせたうえで，炭

素税を消費させることが必要となるじ C globosum , および}Ll子歯による試l検休の凶朽試J~6~\，c おいて，きを

主エキスの濃度が 1%，あるいは 296の場合によい結果を示しているのは， ζ のようなことによると考え

られる 0

4:実験の結見とから， 了のう閣である C. globosum の l凶朽試験， および JIS 耐何十k試験における培養然

組成は，し、9~4t も支立ユキスとペアトンの量比は 2: L 濃度としてはぷ茅エキス 196とベプトン 0.5タム

あるいは変身4エキス 296 とペプトン I 絡が適当と判断される。なおヲこの濃度については，今向の実験 lて

用いた jg(処Hr!t~ の場合より，防腐剤で処]理した材の112朽試験(防潟効力試験)では，主A~!U志 'IJ の栄養は，

より多く必要とするとの llii<-tj2) もあり?処j理付を腐朽させる場合の栄養の濃度については，今後なお検討

する必要がある。
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The Compositio恐 of a C畠rbon Source and 晶 Nitrogen

80祖rce in Culture Medium on the D的aying Test 

Shoshiro MATSUOKA (1) 

Summ且ry

1n this report , the eff巴ct of a carbon source (malt extract) and a nitrogen source (p邑ptone)

in medium on growth amount and decay ability of the wood-d邑stroying fungi were inv巴stigat巴d.

τhe t，巳st fungi used w巴，re Chaeto隅zu拙 globosum， Coγiolus veγsicolo;γand Tyγ0制yces 抑lustris.

The results obtained ar巴呂S folloW8; 

1. The effect of the malt extract and peptone on growth of C. globosu削 in th巴 shaking

culture. 

Chang巴 of myceli1日m product , sugar and enzyme 呂ctiγity etc. dur�g the growth of C 

globosum are shown in Figs. 1 ~5. By addition of the pepton巴 in culture medium th巴 following

res1l1ts were obtain巴d. 1) Th百 amount of mycelium product incre乱sed considerably. 2) Conｭ

sumption of sugar in the culture medium i配reased considerably. 3) The enzyme activity 

(liquefying activity of CMC) increased according to d巴crease of sugar in the culture medium. 

2. Decay test of blocks inj記cted pepton巴

Th巴 test blocks tr巴ated with the peptone was decayed by C. globosum. Th巴 weight loss 

increased according to increase of nitrogen cont邑nts in the blocks (Fig. 8) , that is , addition 
of nitrogεn source to the blocks accelerat巴d the decay amount of wood by C. globosum. 

3. The effect of ratio of malt extract and peptone in the c1l1tllre medium 011 th巴 decay

of wood by C. 官官sicoloγ and T. þalustγis. 

The addition of peptone into the medillm accelerated th巴 decay amount of wood (Tables 

2, 3, Figs. 10, 11). It was found out that the optimum concentration ratio of malt extract and 

pepton巴 for the maximum decay of wood were approximately 2 : 1. 
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